
未
来
へ
の
期
待

　

―
永
田
学
長
と
太
田
学
長
は
、
日
越

大
学
の
未
来
や
留
学
生
の
交
流
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
か
。

　
永
田　

日
越
大
学
は
科
学
技
術
都
市

と
位
置
付
け
ら
れ
る
ホ
ア
ラ
ッ
ク
へ
３

年
後
に
移
転
し
ま
す
。
つ
く
ば
研
究
学

園
都
市
に
お
け
る
本
学
が
担
っ
て
き
た

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
は
、

日
越
大
学
に
お
い
て
、
最
先
端
科
学
技

術
を
学
び
、
社
会
実
装
の
方
策
を
学
び
、

そ
れ
ら
を
体
現
す
る
研
究
を
通
し
て
学

位
を
取
得
し
ま
す
。

　

日
越
大
学
で
は
、
学
士
課
程
や
修
士

課
程
で
も
コ
ー
ス
の
増
設
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
博
士
課
程
へ
の
進
学
を
目

的
に
日
本
の
大
学
に
留
学
す
る
卒
業

生
・
修
了
生
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
た

ち
が
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
太
田　

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
を
修
了
し
た
第
１

期
生
が
本
学
理
工
学
研
究
科
の
博
士
後

期
課
程
に
入
学
し
ま
し
た
。
本
学
で
研

究
を
継
続
し
て
く
れ
る
の
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
日

越
大
の
修
了
生
を
受
け
入
れ
る
体
制
や

環
境
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
茨
城
大
学
と
し
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
向
け
て
改
め
て
気
候
変
動

対
応
や
持
続
可
能
な
社
会
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
た
教
育
を
強
化
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
将
来
的
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
共
有
な
ど
も
図
っ
て
持
続
的
な
連

携
を
進
め
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
日
越
大
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
究
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

―
最
後
に
古
田
学
長
、
日
越
大
学
の

未
来
や
茨
城
県
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
古
田　

日
越
大
学
は
、
ア
ジ
ア
有
数

の
研
究
大
学
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
つ

つ
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
将
来
の
関
係

を
担
う
人
材
を
養
成
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
円
借
款
で
、
６
千
人

規
模
の
学
生
を
養
成
す
る
本
格
的
な

キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
す
る
計
画
も
あ
り

ま
す
。

　

茨
城
県
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
が

盛
ん
な
県
で
、
先
日
逝
去
さ
れ
た
下
山

田
虎
之
介
前
会
長
が
礎
を
築
き
、
山
口

や
ち
ゑ
現
会
長
の
下
で
発
展
を
続
け
て

い
る
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
県
連

合
会
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
彰
商

事
な
ど
、
日
越
大
学
に
そ
の
設
立
当
初

か
ら
関
心
を
寄
せ
、
支
援
い
た
だ
い
て

い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
茨
城
県
に
、
日
越
大
学
の

幹
事
大
学
が
二
つ
存
在
し
て
い
る
こ
と

は
、
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

日
越
大
学
と
県
各
界
の
関
係
が
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

の
上
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
派
遣
学
生
も
コ

ロ
ナ
禍
前
の
19
年
に
は
60
人
を
超
え
、

本
学
の
国
際
交
流
の
中
で
最
も
学
生
交

流
が
双
方
向
に
進
展
し
た
地
域
と
な
り

ま
し
た
。
本
学
ベ
ト
ナ
ム
人
卒
業
生
も
、

両
国
の
架
け
橋
と
な
っ
て
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
越
大
学
の
現

副
学
長
も
そ
の
一
人
で
す
。

　
太
田　

茨
城
大
学
は
気
候
変
動
適
応

の
研
究
に
特
化
し
た
分
野
横
断
型
の
研

究
機
関
を
15
年
以
上
も
前
に
設
立
し
、

ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ

ア
の
地
域
や
南
ア
ジ
ア
の
島
し
ょ
国
な

ど
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
同
時

に
学
内
で
は
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

学
」
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
海
外
演
習
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
自
身
も
農
学
部
の
教
員
と

し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
大
学
と
の
連
携
・

交
流
を
担
当
す
る
中
で
、
ベ
ト
ナ
ム
に

も
行
き
ま
し
た
。
い
つ
訪
れ
て
も
人
々

の
活
気
と
勢
い
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す

ね
。

企
業
な
ど
を
訪
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

19
年
の
来
日
時
は
台
風
被
害
に
直
面
し

ま
し
た
が
、
彼
ら
か
ら
の
申
し
出
を
受

け
、
浸
水
し
た
家
屋
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

仕
組
み
に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
、
ベ

ト
ナ
ム
で
も
参
考
に
し
た
い
と
語
っ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
ね
。

を
正
課
科
目
と
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
行
政
庁
、
自
治
体
に
伺
い

公
共
政
策
の
実
態
の
理
解
を
促
し
て
い

ま
す
。
恒
例
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先

で
あ
る
熊
本
県
水
俣
市
水
俣
環
境
ア
カ

デ
ミ
ア
で
は
、
不
幸
な
歴
史
と
回
復
の

歩
み
を
学
び
、
公
共
政
策
お
よ
び
環
境

政
策
の
重
要
性
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
来

日
を
機
に
、
本
学
教
員
に
よ
る
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
指
導
を
行
い
、
多
数
の
教
員

の
参
加
の
下
で
、
成
果
の
報
告
と
真
剣

な
議
論
を
行
っ
て
、
研
究
の
意
義
と
価

値
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
太
田　

茨
城
大
学
が
幹
事
校
を
務
め

る
気
候
変
動
・
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ

Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
で
は
、
国
立
環
境
研
究
所
な

ど
に
も
講
義
の
担
当
を
お
願
い
し
て
お

り
、
日
本
国
内
で
も
受
講
で
き
な
い
よ

う
な
特
色
あ
る
科
目
編
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
も
コ
ロ
ナ
禍
の
前
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
、
学
生
た

ち
に
は
茨
城
県
内
の
大
学
、研
究
機
関
、

論
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

学
長
に
就
任
さ
れ
、
筑
波
大
学
に
は
公

共
政
策
の
幹
事
大
学
を
お
引
き
受
け
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

３
月
に
発
足
し
た
日
越
大
学
連
携
校
連

絡
会
と
い
う
組
織
の
会
長
も
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

日
越
大
学
は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
学
を
看
板
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

茨
城
大
学
は
、
こ
の
分
野
の
先
端
的
な

研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
の
学
長

の
三
村
信
男
先
生
が
、
気
候
変
動
の
日

本
を
代
表
す
る
研
究
者
で
あ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
こ
の
分
野
の
幹
事
大
学
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
永
田　

筑
波
大
学
は
現
在
、
公
共
政

策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。
本
学
教
員
が
中
心
と
な
り
、
講

義
、
修
士
論
文
指
導
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
に
50
名
を
超
え
る
修
了
生
を
輩
出

し
、
財
務
省
を
は
じ
め
と
し
た
官
庁
や

政
府
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ほ
か
、
多

様
な
職
に
就
い
て
い
ま
す
。

　

日
越
大
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

責
任
を
持
つ
、
日
本
側
の
幹
事
大
学
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
は
修
士

課
程
の
公
共
政
策
、
茨
城
大
学
は
修
士

課
程
の
気
候
変
動
と
開
発
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
幹
事
校
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

永
田
学
長
に
は
、
日
本
側
で
日
越
大

学
設
置
の
本
格
的
な
検
討
が
始
ま
る
２

０
１
０
年
代
の
初
頭
か
ら
、
設
計
の
議

幹
事
校
の
役
割

　

―
幹
事
校
を
務
め
る
筑
波
大
と
茨
城

大
の
役
割
や
実
績
な
ど
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
古
田　

日
越
大
学
に
は
、
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
専
攻
に
相
当
）
ご
と
に
、
そ

の
実
施
に
必
要
な
教
員
の
派
遣
な
ど
に

を
し
て
い
た
時
期
に
、
深
い
関
係
を
持

ち
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
東
京
大
学

を
退
職
し
、
16
年
か
ら
日
越
大
学
学
長

を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

―
永
田
学
長
と
太
田
学
長
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
と
し
て
、
ま
た
ご
自
身
と

し
て
、
ど
う
ベ
ト
ナ
ム
と
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
か
。

　
永
田　

筑
波
大
学
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の

連
携
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
本
学
代

表
団
が
最
初
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
訪
れ

た
の
は
06
年
の
こ
と
で
し
た
。
現
地
で

会
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
の
皆
さ
ん
の

生
き
生
き
と
し
た
ま
な
ざ
し
に
強
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
以
後
、
積
極
的
な

交
流
が
始
ま
り
、
09
年
に
開
設
し
た
本

学
３
番
目
の
海
外
事
務
所
で
あ
る
ホ
ー

チ
ミ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
拠
点
に
活
動
の
幅

を
広
げ
、
教
育
、
研
究
、
人
的
交
流
を

通
じ
各
機
関
と
の
連
携
協
働
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

06
年
当
時
、
本
学
に
在
籍
す
る
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
は
８
人
で
し
た
が
、
現

在
で
は
70
人
以
上
に
増
え
ま
し
た
。
そ

い
た
時
期
で
、
ベ
ト
ナ
ム
に
強
い
関
心

を
持
ち
、
そ
の
現
代
史
や
社
会
を
研
究

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
７
４
年
か
ら
た
び
た
び
ベ
ト
ナ
ム

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
や
研
究

機
関
と
、
強
い
結
び
付
き
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

日
越
大
学
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
の
執

行
部
と
は
、
私
が
東
京
大
学
の
副
学
長

ベ
ト
ナ
ム
と
の

関
わ
り

　
―
古
田
学
長
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
わ

り
や
学
長
就
任
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
古
田
　
私
が
大
学
生
だ
っ
た
の
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
し
く
展
開
さ
れ
て

持
続
的
な
連
携
進
め
る おおた・ひろゆき　１９５４年生まれ。東北大大学

院農学研究科博士後期課程修了。農学博士。
専門分野は土壌肥料学、微生物生態学。茨城
大農学部教授、農学部長、副学長などを歴任し、
２０２０年から現職。

修士課程、日本の大学が支援アジアの将来担う人材養成

茨城大学 太田寛行 学長

3学長紙上座談会
（日越大学修士課程プログラム幹事校）

日越大学

　

「
い
ま
は
雨
期
で
海
か
ら
風
が
来
て

い
る
の
で
、
大
気
は
比
較
的
き
れ
い
だ
」

　

６
月
下
旬
、
茨
城
大
学
水
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
（
水
戸
市
文
京
）
内
の
大
学
院
研

究
室
で
、
マ
ウ
ス
を
片
手
に
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
を
じ
っ
と
眺
め
る
男
性
。
母
国

の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
送
信
さ
れ
る
大
気
汚

染
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
精
査
し
て
い

た
。

　

男
性
は
ド
ゥ
・
ズ
イ
・
ト
ゥ
ン
さ
ん
。

日
越
大
学
で
は
、
茨
城
大
が
幹
事
校
を

務
め
る
修
士
課
程
「
気
候
変
動
・
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
１
期
生
と
し
て
学
び
、

修
了
し
た
。

　

日
本
大
使
館
の
推
薦
枠
で
、
国
費
留

学
生
と
し
て
茨
城
大
大
学
院
の
博
士
後

期
課
程
に
進
学
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
入

国
制
限
の
影
響
で
半
年
遅
れ
の
３
月
末

に
来
日
し
、
首
都
ハ
ノ
イ
の
大
気
中
の

す
す
濃
度
、
発
生
源
、
気
候
へ
の
影
響

な
ど
を
研
究
す
る
。

　

「
大
気
汚
染
で
自
分
の
健
康
に
も
影

響
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
経
済
だ
け

で
な
く
、
環
境
の
た
め
の
対
策
が
必
要

だ
」

　

現
地
は
、
微
小
粒
子
状
物
質
「
Ｐ
Ｍ

２
・
５
」
な
ど
に
よ
る
汚
染
が
常
態
化
。

開
発
途
上
国
の
経
済
発
展
へ
の
貢
献
の

た
め
設
立
さ
れ
た「
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
」

の
職
員
か
ら
、
一
念
発
起
し
て
研
究
の

道
へ
進
ん
だ
。

　

日
越
大
在
学
時
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
本
県
を
訪
れ
て
い
る
。
２
０
１
９

年
10
月
の
台
風
19
号
の
水
害
が
あ
っ
た

直
後
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
経
験
。
そ

の
際
、
同
じ
く
水
害
が
多
い
ベ
ト
ナ
ム

と
比
較
し
、
強
く
印
象
に
残
っ
た
と
い

う
。

　

「
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
強

い
と
感
じ
た
。
助
け
合
い
、
普
段
の
生

活
に
戻
る
対
応
が
で
き
て
い
る
」

　

互
い
に
支
え
、
災
害
か
ら
立
ち
直
ろ

う
と
す
る
人
々
の
姿
が
心
に
響
い
た
。

気
候
変
動
の
研
究
に
関
わ
る
災
害
の
予

測
や
予
防
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
災
後
に

ど
う
日
常
を
取
り
戻
す
か
が
大
切
と
い

い「
日
本
の
取
り
組
み
方
を
学
び
た
い
」

と
語
る
。

　

「
教
育
担
当
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
、
く
じ
け
ず
に
日
本
に
来
ら
れ

た
」
。
来
日
を
待
つ
間
、
茨
城
大
学
は

オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
や
ア
ド
バ
イ
ス
に

よ
り
支
援
。
現
在
は
院
生
の
「
チ
ュ
ー

タ
ー
」
が
付
い
て
日
常
生
活
と
学
習
の

両
面
で
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
大
学
の
援

助
体
制
に
感
謝
す
る
。

　

指
導
を
担
う
北
和
之
理
工
学
研
究
科

教
授
（
58
）
は
、
能
力
が
高
く
、
学
問

に
真
面
目
に
向
き
合
っ
て
い
る
と
評

価
。
「
日
越
大
か
ら
茨
城
大
に
進
学
し

た
１
期
生
と
し
て
新
た
な
道
を
切
り
開

き
、
日
越
の
架
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

　

「
ベ
ト
ナ
ム
で
大
学
の
講
師
に
な
り
、

学
ん
だ
こ
と
を
若
い
人
に
伝
え
た
い
。

気
候
変
動
の
問
題
に
つ
い
て
解
決
法
を

見
い
だ
し
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
」。

母
国
の
未
来
を
背
負
う
表
情
は
、
り
り

し
か
っ
た
。

一
念
発
起
、
気
候
研
究
の
道
へ

茨城大大学院で学ぶ
ドゥ・ズイ・トゥンさん（34）

修
了
生
紹
介

学
生
の
交
流
双
方
向
に ながた・きょうすけ　１９５３年生まれ。東京大大

学院薬学研究科博士課程修了。薬学博士。専
門分野は分子生物学。東京工業大生命理工学
部助教授、筑波大基礎医学系教授などを歴任し、
２０１３年から現職。

筑波大学 永田恭介 学長

茨
城
と
の
関
係
発
展
を ふるた・もとお　１９４９年生まれ。東京大大学院社

会学研究科国際関係論専門課程修士課程修了。
東京大名誉教授。東京大教養学部長、副学長、
東京大附属図書館長などを経て、２０１６年から現
職。

日越大学 古田元夫 学長

日本とベトナムの友好の象徴

産学官連携とアジアのプラットフォーム

両国の架け橋となる若者を寄　稿

企画制作・茨城新聞社営業局

日
本とベトナム両国の友好と結束の象徴として、2016 年９月に開学した日

越大学（ベトナム・ハノイ）。修士課程８プログラムでは日本の７大学が

それぞれ幹事校を務め、カリキュラム作成や教員派遣を担う。古田元夫学長と、

県内で幹事校を務める筑波大学の永田恭介学長、茨城大学の太田寛行学長に、日

越大学での教育の実践や未来への期待について聞いた。併せて、同大修了後に茨

城大学で学ぶベトナム人留学生や、日越大学支援国内本部の取り組みを紹介する

とともに、山田滝雄駐ベトナム日本国特命全権大使の寄稿も掲載する。

日本語教育プログラム（ＪＬＥ）授業風景

日越大学の問い合わせ先
（英語、ベトナム語対応）

メール▶1rtd3-vju@jica.go.jp（日越大学支援国内本部）
	 info@vju.ac.vn（総合案内）
	 admission@vju.ac.vn（入試関連）
ホームページ▶http://vju.ac.vn/en
フェイスブック▶https://www.facebook.com/VJUjp

　高度成長下のベトナムは、いま世
界の注目を集めている。「いまより明
日が、より良く変わっていく」と誰も
感じて生きている社会に身を置き体
感することは、次代の国際社会を
支える若者にとって有意義な時間と
なるに違いない。
　日越大学は、日越共同戦略プロ
ジェクトとして両国友好議員連盟が

提案し、両国首脳間の合意に基づき、２０１６年９月に両国の友
好と結束の象徴として開学した。開学から６年近くが経過した日
越大学は、建学の目標「アジアを変える、世界に挑む」のもと、
８つの修士課程プログラムと２つの学士課程プログラムを開設し、
サステイナビリティサイエンスの領域においてアジアでトップクラス
の研究志向大学への道を歩んでいる。
　ベトナムの国造りを担う高度人材・リーダー育成を目指し、リベ
ラルアーツ（教養教育）を通じた学際的な課題解決能力と先端

技術の修得も重視している。今後さらなる進化に向けてプログラ
ムの増設や新キャンパスを整備する計画が進んでいる。
　今年４月に独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）より公益財
団法人東亜総研が受託した日越大学の国内支援事業の一環と
して、日越大学支援国内本部（代表・武部勤日越友好議員連
盟特別顧問）の活動が開始された。
　各種構想の実現に向けて日越大学はもとより、日越大学推進
議員懇話会（二階俊博最高顧問）、日越大学構想の推進に関
する関係省庁会議（内閣官房）、及び日越大学連携校連絡会（国
内２８大学・ＮＰＯ１法人加盟）と連携し、産学官連携の促進と
広報活動にあたっている。これら取り組みを通して日越大学の発
展のみならず、アジアの平和と繁栄を念頭においた日本のアジア
外交の拠点たる日越大学の基盤づくりに力を注いでいる。
　今後、日越両国の広範な戦略的パートナーシップにより、日越
大学はアジアのプラットフォームとしての可能性を限りなく広げてい
くだろう。

　ベトナム・ハノイには、日本の名
前が入った大学、「日越大学」が
あります。２０１４年に設立され、16
年に、まず修士課程が、そして、
２０年には学士課程がスタートしまし
た。現在、約３００人の学生が、２
つの学士課程プログラム、８つの修
士課程プログラムで学んでいます。
　日越大学は、日越の友好・協力
の象徴として誕生しました。そして、

ベトナムと日本の強みを活かし、持続可能な発展に貢献する先端
技術及び学際科学の分野においてアジアで最も威信のある研究
志向大学となる目標を掲げています。
　しかし、日越大学は、まだ発展の途上です。多くの日本の大
学からご支援をいただいております。茨城県とのつながりでは、

筑波大学及び茨城大学から、開設当初よりご協力をいただいて
おります。
　また、現在、ベトナムに対する投資熱は引き続き高く、多くの日
本企業が進出していますが、このような日本企業からも様々な形
でご協力の申し出をいただいております。茨城県に本社を置く関
彰商事株式会社様からも奨学金やキャリアセミナーといった形で
ご協力をいただいております。
　今後、日越大学を発展させていくにあたり、このような日本との
ネットワークを大学の「強み」として最大限活かしていきたいと考
えております。在ベトナム日本国大使館は、引き続き積極的に日
越大学を応援していきます。引き続き、皆さまのご支援、ご協力
をお願いいたします。そして、さらに多くの日本の皆さまに日越大
学を知っていただきたいと考えております。
　日越大学から、将来の日越の架け橋となる若者が一人でも多く
出てきてくれることを願っています。

Facebook
▼

HP
▼

山田滝雄駐ベトナム
日本国特命全権大使

武部勤 代表

日越大学支援国内本部

2022年7月20日付　茨城新聞


